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ＪＰ－８８４－３０－０１－０２ 

１．使用材料一覧 

材料 商品名 概要 荷姿 標準施工面積 

シーラー 

ジョリパットシーラー 

ＪＳ－５００ 
１液水系アクリル １８ｋｇ／缶 約５１４㎡／缶 

ジョリパットシーラー 

ＪＳ－９０ 
１液水系アクリル １０ｋｇ／缶 約１４２㎡／缶 

セーフシーラー 

ＪＳ－８００ 

1 液水系 

カチオンシーラー 
１６ｋｇ／缶 約２２８㎡／缶 

主材 

 

下塗り（ベース：B） 

中塗り（ベース：B） 

※下塗り、中塗りは同材料･

(同色)となります。 

モルタルアートＪＭ－３０ 

 

色品番：ＣＭ□□ 

（□…数字） 

アクリル共重合樹脂 

水系仕上塗材 
２０ ｋｇ／缶 約１２ ㎡／缶 

 

上塗り（トップ：T） 

モルタルアートＪＰ－３０ 

 

色品番：ＣＭ□□ 

（□…数字） 

アクリル共重合樹脂 

水系仕上塗材 
２０ ｋｇ／缶 約６６㎡／缶 

(注) ＪＭ－３０とＪＰ－３０の色品番が同じであることをご確認ください。 

２．主な施工道具 

・ステンレス製コテ（推奨：アローライン０．５ｍｍ厚、２４０ｍｍ幅程度） 

・電動サンダー（推奨：ダブルアクションサンダー、ランダムサンダー） 

 

３．下地について 

・石膏ボード、モルタル金ゴテ押さえ（平滑）など 
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４．モルタルアート施工方法 

４－１．シーラー塗布 

 

 

 

 

                     ＪＳ－８００の場合 

 

 

 

                     ＪＳ－９０の場合 

 

 

 

 

４－２．下塗り（ﾍﾞｰｽ:B） 

 

 

 

 

４－３．中塗り（ﾍﾞｰｽ:B） 

 

 

 

 

 

 

４－４．上塗り（ﾄｯﾌﾟ:T） 

 

 

 

 

 

 

 

４－５．サンディング 

 

 

 

配合  ＪＳ－５００      １８ｋｇ 

  清 水   １８㍑ 

塗布量  ０．０７ ｋｇ／㎡ 

施工方法 ローラー刷毛又はスプレーガン 

配合  モルタルアートＪＰ－３０   ２０ｋｇ 

     清  水    ２ ㍑ 

塗布量  ０．３ ｋｇ／㎡ 

施工道具 中毛ローラー、ステンレス製コテ、ヘラ 

施工方法 中毛ローラーで配り塗りした後、コテ（ヘラ）に

て余分な材料をかき取る。このとき中塗りのパタ

ーン（色）が薄く見える程度になっていること。

中塗り時のコテの動きに対して垂直方向にしご

き塗りするとパターンが確認しやすい。 

配合  モルタルアートＪＭ－３０     ２０ｋｇ 

塗布量  ０．８ ｋｇ／㎡ 

施工方法 ステンレス製コテにて平滑に塗布する。 

配合  モルタルアートＪＭ－３０     ２０ｋｇ 

塗布量  ０．８ ｋｇ／㎡ 

施工道具 ステンレス製コテ 

施工方法 コテ波（ビビリ）が出る程度の塗布量でランダム

にしごき塗りする。その後、表面をコテでランダ

ムに押さえる。 

施工道具 電動サンダー（＃１２０～＃８０） 

施工方法 仕上がりをイメージしながら研磨する。ある程度

研磨したら都度濡れウエスで表面を拭き、仕上が

りを確認する。 

３時間以上４８時間以内 

※下地に最適なシーラーをご使用ください。 

乾燥を確認後次工程に移ってください。（目安 １２ｈ以上） 

乾燥を確認後次工程に移ってください。（目安 １２ｈ以上） 

乾燥を確認後次工程に移ってください。（目安 １２ｈ以上） 

配合  ＪＳ－８００    １６ｋｇ 

塗布量  ０．０７ ｋｇ／㎡ 

施工方法 ローラー刷毛又はスプレーガン 

配合  ＪＳ－９０     １０ｋｇ 

塗布量  ０．０７ ｋｇ／㎡ 

施工方法 ローラー刷毛又はスプレーガン 



 

ＪＰ－８８４－３０－０１－０２ 

５．施工の注意事項 
 

・ＪＭ－３０とＪＰ－３０の色品番が同じであることを確認してください。 

・施工前に必ずコンパネ等で試し塗りを行い、仕上がり、乾燥性を確認してください。 

・塗板見本及び現場施工時のパターンの状態を、施主等の責任者の承認をいただいた上で施工を進め

てください。 

・乾燥が比較的速いため、塗り継ぎ時間に注意して下さい。 

（特に外装の大面積を施工する場合は、作業人工や化粧目地による分割を検討して下さい。 

・気温５℃以下、湿度８０％以上、降雨、結露、強風などの条件下での施工は、硬化不良、ひび割れ、

ふくれなどの不具合が発生する可能性があります。 

・施工の際は臭気トラブルを防ぐ為、事前に近隣への案内等にご配慮下さい。 

・シーラー、溶剤、洗浄剤(灯油など)で有機溶剤が含まれる場合は特に、防毒マスクを着用してくだ

さい。また、必要に応じて保護眼鏡や保護手袋を着用してください。 

・施工器具(コテ、ローラー、吹き付けガン)などの洗浄水の、河川や側溝への廃棄は避けてください。 

・施工場所の気温が５℃以下、湿度８５％以上の場合、施工を行わないで下さい。 

 やむを得ず施工する場合は、採暖などの養生を行い、気温５℃以上、湿度８５％未満として下さい。 

以上 


